
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推 進 工 法 編 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 推 進 管 規 格 図 ） 
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１．小口径管推進工法用鉄筋コンクリート管（JSWAS A-6）の規格 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効長Ｌ（㎜）び径 

Ｄ（㎜）

外 径 

Ｂｃ（㎜）

厚 さ 

Ｔ（㎜） 標準管 短 管

ｍ当り重量

Ｗ(kN/ｍ) 

250 360 55 2000 990 1.266 

300 414 57 〃 〃 1.536 

350 470 60 2430 1200 1.857 

400 526 63 〃 〃 2.202 

450 584 67 〃 〃 2.615 

500 640 70 〃 〃 3.012 

600 760 80 〃 〃 4.106 

700 880 90 〃 〃 5.367 
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２．中口径管推進工法用鉄筋コンクリート管（JSWAS A-2）の規格 
 

標準管の形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 

Ｄ（㎜） 

外 径 

Ｂｃ（㎜）

厚 さ 

Ｔ（㎜） 

有効長 

Ｌ（㎜） 

ｍ当り重量

Ｗ（kN/ｍ）

800 960 80 5.314 

900 1080 90 6.725 

1000 1200 100 

 

2430 

8.303 
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３．推 進 用 鋼 管 の 規 格 
 

鋼管（一般構造用炭素鋼鋼管 ＳＴＫ－４００） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 

（㎜） 

外 径 

Ｂｃ（㎜）

厚 さ 

Ｔ（㎜） 

内 径 

Ｄ（㎜） 

重 量 

Ｗ（㎏ f/ｍ）

有効長 

Ｌ（㎜） 

350 355.6 7.9 339.8 67.7 

400 406.4 9.5 387.4 93.0 

450 457.2 9.5 438.2 105.0 

500 508.0 12.7 489.0 117.0 

550 558.8 12.7 533.4 171.0 

600 609.6 12.7 584.2 187.0 

700 711.2 12.7 685.8 219.0 

800 812.8 12.7 787.4 251.0 

3,000 

or 

2,000 
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４．推進用塩ビ管（JSWAS K-6）の規格（１） 
 

ゴム輪形ＳＵＳカラー付直管（略号ＳＵＳＲ） 
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５．推進用塩ビ管（JSWAS K-6）の規格（２） 
 

接着形スパイラル継手付直管（略号ＳＳＰＳ） 
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６．推進用レジンコンクリート管ＲＳ形及びＲＴ形の規格 
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７．推進用レジンコンクリート管ＲＭ形の規格 
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８．可とう性鉄筋コンクリート管の規格 
 

（日本下水道協会Ⅱ類）Ｅ形管 
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９．可とう性鉄筋コンクリート管の規格 
 

（日本下水道協会Ⅱ類）ＮＳ管 
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１０．可とう性鉄筋コンクリート管の規格 
 

（日本下水道協会Ⅱ類） 
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１１．推進用コンクリート管用空伏せ構造図（１） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90°巻 180°巻管 径

Ｄ(mm)

外 径

Ｂｃ(mm)

厚 み

ｔ(mm)
基礎幅

Ｂ1(mm)

基礎高 

ｈ1(mm)
Ｂ2 ｈ2 

ｈ(mm)

250 360 55 500 53 600 180 100 以上

300 414 57 500 61 650 207 100 以上

350 470 60 550 69 700 235 100 以上

400 526 63 600 77 750 263 150 以上

450 584 67 650 85 800 292 150 以上

500 640 70 700 94 850 320 150 以上

600 760 80 750 111 1000 380 150 以上

700 880 90 850 129 1100 440 200 以上

公式 Ｂ1＝0.7071・Ｂｃ＋200（5cm 単位に切り上げる）ｈ1＝0.1464・Ｂｃ 

Ｂ2＝Ｂｃ＋200（5cm 単位に切り上げる）        ｈ2＝0.5・Ｂｃ 
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１２．推進用コンクリート管用空伏せ構造図（２） 

 

コンクリート３６０°巻き 
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１３．鋼 管 用 空 伏 せ 構 造 図 
 

 

 

 

 

 

（単位㎜） 

鋼   管 塩  ビ  管 

呼び径 外 径 管 厚 内 径 呼び径 外 径 管厚ｔ 内径ｄ 

300 318.5 6.9 302.7 150 165 7.5 150 

350 355.6 7.9 339.8 200 216 8.0 200 

400 406.4 9.5 387.4 250 267 8.5 250 

450 457.2 9.5 438.2 300 318 9.0 300 

500 508.0 9.5 489.0 350 370 10.0 350 

550 558.8 12.7 533.4 400 420 10.0 400 

600 609.6 12.7 584.2 450 470 10.0 450 

700 711.2 12.7 685.8 500 520 10.0 500 

800 812.8 12.7 787.4 600 630 15.0 600 
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１４．推 進 用 塩 ビ 管 空 伏 せ 構 造 図 
 

 

 

ゴム輪形SUSカラー付直管 

接着形スパイラル継手付直管     （単位：㎜） 

呼び径 
近似内径 

ｄ 

外 径 

Ｂｃ 

管 厚 

ｔ 

150 146 165 9.5 

200 194 216 11.0 

250 240 267 13.5 

300 286 318 16.0 

350 339 370 15.5 

400 385 420 17.5 

450 431 470 19.5 

※管厚ｔは（Ｂｃ－ｄ）×1/2とし、設計上の数値とする。 

 

－15－



１５．推進用レジンコンクリート管用空伏せ構造図（１） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ Ｓ 形 Ｒ Ｍ 形 Ｒ Ｔ 形 90°巻 180°巻 

管 径

Ｄ(mm)

外 径 

Ｂｃ(mm) 

厚 み 

ｔ(mm) 

管 径

Ｄ(mm)

外 径

Ｂｃ(mm)

厚 み

ｔ(mm)

管  径

Ｄ(mm)

外  径 

Ｂｃ(mm) 

厚  み

ｔ(mm)

基礎幅

Ｂ1(mm)

基礎高

ｈ1(mm)
Ｂ2 ｈ2 

ｈ(mm)

300 360 30 290 360 35 250 360 55 500 53 600 180 100 以上

350 414 32 340 414 37 300 414 57 500 61 650 207 100 以上

400 470 35 390 470 40 350 470 60 550 69 700 235 100 以上

450 526 38 440 526 43 400 526 63 600 77 750 263 150 以上

500 584 42 490 584 47 450 584 67 650 85 800 292 150 以上

－ － － 540 640 50 500 640 70 700 94 850 320 150 以上

－ － － 650 760 55 600 760 80 750 111 1000 380 150 以上

－ － － 760 880 60 700 880 90 850 129 1100 440 200 以上

公式 Ｂ1＝0.7071・Ｂｃ＋200（5cm 単位に切り上げる） ｈ1＝0.1464・Ｂｃ 

Ｂ2＝Ｂｃ＋200（5cm 単位に切り上げる）     ｈ2＝0.5・Ｂｃ 
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１６．推進用レジンコンクリート管用空伏せ構造図（２） 
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（ 推 進 工 標 準 図 ） 
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（ 立 坑 工 標 準 図 ） 
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（ 地 盤 改 良 工 標 準 図 ） 
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４ ． 薬 注 用 観 測 井 標 準 図 
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（ 付 帯 工 等 ） 
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3000～8000

3
,
0
0
0ＡＡ

Ｂ
Ｂ

平　面　図

A－A　断　面　図

覆工桁

ずれ止め材(-200×80×7.5×11)
覆工板 3000×1000

(滑り止め加工)

B－B　断　面　図

ずれ止め材(-200×80×7.5×11)

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

基礎材

桁受材

覆工桁

80

Ｈ
１

2
0
0

Ｈ
２

1
0
0

Ｂ＋200

Ｂ

1
1

1
1

7.5

詳　細　図

覆工板

覆工桁

桁受材

基礎材

再生クラッシャーラン

2
0
0

基礎コンクリート

基礎コンクリート
ｔ＝10㎝

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

基礎コンクリート

基礎材

ｔ＝10㎝

桁受材

１．路面覆工タイプ①構造図［発進立坑①］

覆工桁、桁受材の規格は、推進工法設計基準編第４章の計算による。

（注）基礎コンクリートは、地耐力、覆工期間により有無を検討すること。
桁材はＨ形鋼の加工材を原則として使用する。
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ＡＡ

Ｂ
Ｂ

平　面　図

A－A　断　面　図

覆工桁

ずれ止め材([-200×80×7.5×11)
覆工板 2000×1000

(滑り止め加工)

B－B　断　面　図
4
,
0
0
0

6,000～8,000

詳　細　図

桁受材

Ｂ＋200

Ｂ

80

Ｈ
１

Ｈ
２

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
1

7.5

1
1

再生クラッシャーラン

基礎コンクリート（注）

基礎材

桁受材

覆工桁

覆工板

基礎コンクリート
ｔ＝10㎝

基礎材

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

覆工桁

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

ｔ＝10㎝
基礎コンクリート

桁受材

基礎材

ずれ止め材([-200×80×7.5×11)
覆工板 2000×1000

(滑り止め加工)

２．路面覆工タイプ②Ａ構造図［発進立坑②］

覆工桁、桁受材の規格は、推進工法編第４章の計算による。

（注）基礎コンクリートは、地耐力、覆工期間により有無を検討すること。
桁材はＨ形鋼の加工材を原則として使用する。
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ＡＡ
Ｂ

Ｂ

平　面　図

A－A　断　面　図

覆工桁

ずれ止め材([-200×80×7.5×11)
覆工板 2000×1000

(滑り止め加工)

B－B　断　面　図
4
,
0
0
0

7,000

詳　細　図

桁受材

Ｂ＋200

Ｂ

80

Ｈ
１

Ｈ
２

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
1

7.5

1
1

再生クラッシャーラン

基礎コンクリート（注）

基礎材

桁受材

覆工桁

覆工板

基礎コンクリート
ｔ＝10㎝

基礎材

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

覆工桁

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

ｔ＝10㎝
基礎コンクリート

桁受材

基礎材

ずれ止め材([-200×80×7.5×11)
覆工板 2000×1000

(滑り止め加工)(滑り止め加工)

覆工板 3000×1000

２．路面覆工タイプ②Ｂ構造図［発進立坑②］

覆工桁、桁受材の規格は、推進工法編第４章の計算による。

（注）基礎コンクリートは、地耐力、覆工期間により有無を検討すること。
桁材はＨ形鋼の加工材を原則として使用する。
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ＡＡ

Ｂ
Ｂ

平　面　図

A－A　断　面　図

覆工桁

ずれ止め材(-200×80×7.5×11)
覆工板 2000×1000

(滑り止め加工)

B－B　断　面　図
4
,
0
0
0

4,000

詳　細　図

桁受材

Ｂ＋200

再生クラッシャーラン

ずれ止め材(-200×80×7.5×11)

覆工桁

ｔ＝20㎝

基礎コンクリート

基礎材

ｔ＝10㎝

桁受材

Ｂ

80

Ｈ
１

Ｈ
２

2
0
0

1
0
0

2
0
0

1
1

7.5

1
1

再生クラッシャーラン

基礎コンクリート

基礎材

桁受材

覆工桁

覆工板

基礎コンクリート
ｔ＝10㎝

基礎材

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

３．路面覆工タイプ③構造図［到達立坑①］

覆工桁、桁受材の規格は、推進工法設計基準編第４章の計算による。

（注）基礎コンクリートは、地耐力、覆工期間により有無を検討すること。
桁材はＨ形鋼の加工材を原則として使用する。
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ＡＡ

Ｂ
Ｂ

平　面　図

A－A　断　面　図

覆工桁

ずれ止め材(-200×80×7.5×11)
覆工板 2000×1000

(滑り止め加工)

B－B　断　面　図

2,000

2
,
0
0
0

詳　細　図

Ｂ＋200

覆工桁

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

桁受材

ｔ＝10㎝
基礎コンクリート

基礎材

ずれ止め材(-200×80×7.5×11)

桁受材

Ｈ
１

1
0
0

Ｈ
２

2
0
0

Ｂ

2
0
0

1
1

80

7.5

1
1

基礎コンクリート

再生クラッシャーラン

基礎材

覆工桁

覆工板

再生クラッシャーラン
ｔ＝20㎝

桁受材

ｔ＝10㎝
基礎コンクリート

基礎材

４．路面覆工タイプ④構造図［到達立坑②］

覆工桁、桁受材の規格は、推進工法設計基準編第４章の計算による。

（注）基礎コンクリートは、地耐力、覆工期間により有無を検討すること。
桁材はＨ形鋼の加工材を原則として使用する。
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５．鋼製ケーシング式立坑用円形覆工板（参考図） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考寸法とする。 
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